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佐
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子
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霊の導きのままに
 ──
千
　
葉
　　　
貢
一、はじめに──
 無言語化する社会に抗して
　〝夕空晴れて秋風吹き／月かげ落ちて鈴虫鳴く／思えば遠し故
こきょう
郷の
空／ああ
　
わが父
ちちはは
母いかにおわす〟 （ 「故
こきょう
郷の空」作詞・大和田建樹、
曲・スコットランド民謡）や、 〝兎追いしかの山／小鮒釣りしかの川／夢は今もめぐりて／忘れがたき故
ふるさと
郷〟 〝如何に在
い
ます父
ちちはは
母／恙なし
や友がき／雨に風につけても／思い出
い
ずる故
ふるさと
郷〟 （ 「故
ふるさと
郷」作詞・高野
辰之、作曲・岡野貞一）などと無邪気に歌った幼い日々を思い出す。　「故郷の空」は明治二十一（一八八八）年（この年に中世以来のムラを解体し、市町村制を公布。 「君が代」の制定）五月発行の『明治唱歌（一） 』に、 「故郷」は大正三（一九一四）年六月発行の『尋常小学唱歌（六） 』に、それぞれ発表され、歌い継が てきた。歌詞はずれも文語体なのだが 意味深長な漢語や美辞麗句を用いず、具体的な情景を描いて郷愁 醸している。今では「兎オイシイ」と食べ の
であろうとか、 「如何に居ます」と読み、 「です・ます調」の口語体なのではないか、などと誤解されやすい。それにしても、なぜ幼い私たちに「思えば遠し故郷の空」 「忘 がたき故郷」などと、居 がらにして歌わせ、家業を継ぎたい いう幼なじみも居たの 、 「志を果たして／いつの日にか帰らん」 （ 故郷」の３番）などと一様に教えたのであろうかと、 考えるようになったのは、 ずっと後の日のことである。　
そこで明治の「御一新」以来の時世を通観すると、 「唱歌」の歌詞
からして中央集権化や「近代化」を急務とする人材、富国強兵・殖産興（工）業の担い手を確保するために啓蒙し、 「故郷を離るる歌」 （訳詞・吉丸一昌、ドイツ民謡。大正二年七月刊『新作唱歌』に発表）とともに、 「お上
のぼ
りさん」の増長を図ってきたのである。ゆえに故郷を
称えたり、家郷にとどまることを奨励したりす 「唱歌」がないという理由にも気づいた。だから、私は「故郷」の過疎化（農林漁業を営む後継者の減少、核 族化、少子高齢化、限界集落 増加、山 や農地の荒廃など） 至らしめ 国策に追従してきた「お上 さん」であ
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り、休みなく旅路を急ぐ根無し草（デラシネ）にして仮寝の宿住まいを続ける田舎者である。今まさに「唱歌」の歌詞通り、月遅れ 御盆や年末年始の「帰省ラッシュ」の時節に限らず、 「雨に風につけても」「故郷」を「思い出ずる」他はない。幼い日々に「志を果たして／いつの日にか帰らん」などと訳もなく無邪気に歌ったのだが、一時帰省に過ぎない切なさ 知ったのも後の日のことである。　
岩手県盛岡市より北の、北岩手郡渋民村（元、岩手郡玉山村。現、
平成十八年一月十 盛岡市へ合併）で育った石川啄木は、 「病のごと／思郷の心湧く日なり／目に青空の煙り悲しも」 「ふるさとの訛りなつかし／停車場の人ごみのなか ／そを聴きにゆく」 （歌集 『一握の砂』明治四十三年十二月刊） どとうたい、 石川県金沢市 犀川沿い 育った室生犀星は、 「ふるさとは遠きにありて思ふも ／そして悲しくふもの／よしや／うらぶれて異
いど
土の乞
かたひ
食となるとても／帰へるところ
にあるまじや」 （詩集『抒情小曲集』大正七年九月刊）などという決意を告白している。　
こうして「故郷を思ふ」詩歌や物語は多く創作され、多く 人々の
共感を伴い歓迎され きたものの、国政は家郷 とどまり始祖以来農林漁業 継承し、 「近代化 百年を越えた今でも精励されている人々の思いや業績、生業の特徴や実情について顧慮すること なく矛盾を施し、 窮地に貶めるばかりである。 「故郷」 離れ 私たちもまた「故郷」にとどまっている人々の、永年の御苦労に甘んずるだけで、数々の恩恵に浴 ていると う事実を看過し、 「故郷」 「田舎」 代名
詞に等しい農林漁業の歴史や現状、その実態について無理解なのではなかろうか。時には我が身を育ててくれた「故郷」 、そして「田舎」と呼ばれる出自の地を歩いてみる必要があるのではなかろうか。　
こうして唱歌は国策である「近代化」を推進させるための「
（注１
（
装置」
の一つであったとい ことである。 「近代化」という目新しい言葉に包摂された「富国強兵」 「殖産興（工）業」に必要な人材、人員を確保するために「唱歌」を歌わせ、農林漁業の担い手たちを誘導し「お上りさん」の助長を図ってきたのである。従って、 「近代的」な学校教育は「向都離村」を促し、 「
（注２
（
卑農観」を流布、蔓延させるために施
されてきたのであ 。その教材は欧米指向の「進歩」を謳い「便利を追求することに寄与し、身近にある 地元」の文化や伝統につ て教えることはなかった。だから学校を終えると「地元」を離れる人が多いのも無理からぬのである。都市の過密化 田舎の過疎化───これが「近代化」百年を越える教育の成果である。今や 温故知新」の教えの通り、偏重に喘ぐ「近代化」の真意を追究す 時である。　「近代化」 は中央集権化と同義である。その象徴である 「都市・都会」を形成すべく人員 、 「田舎」から「 」と名づけられた道に従って「上京」を促され、 「都市・都会」の原理や論理、尺度で農林漁業を中心とした「田舎」を利用し続けている。 田舎 は自然 生態系という原理や気象、風土に伴う必然の摂理に支配されるものの、人工的にして幾何学的な、しかも意図的な原理や論理、尺度 は計り知れず、ましてや無機質な機械や器具では支配できない。雨や風、土や水
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などに加え、太陽の熱や光りを含めた超自然的な宇宙の現象や原理を受容する農林漁業なのだから、欧米の模倣に過ぎない「近代化」の政策、権益や派閥に固執する政治では及び得ない。だから、お為ごかしの「自然に反 政策」や、超自然に抗うよう 作為が矛盾を多発させ、かえって農林漁業の性質 生態を破壊し、苦境や窮地に貶めてきたのである。ホモ・サピエンスという尊称をもつ人間が、自然を支配できるかのような誤解や錯覚、傲慢、浅知恵に満ちた「政治」という仕掛けによって歪められ、甘言に包まれた政策を場当たり的に、その場凌ぎに施しても改善されず 変化に変化を重ねて進歩を装 だけで、事態は深刻 なるば りである。政治の無力化
 ───
 これは新たな
商品の出現に伴い、その普及と変化に幻惑されたり翻弄されたり、可変的にして「進歩的」 事態に、法が不備だ、規制すべきだ、などと後づけるだけである。つまり、多種多様な「モノ」に蹂躙されてしまうのである。 「近代化」は、 「モノ」の生産と消費の増大を目標にきたのだから、常 進歩発展・開発・新発売・高品質・高性能・多機能などという言葉と共 変化を伴う。その「近代化」に託
かこつ
けた施策に
よって噴出する社会の歪みや不備などを払拭し り是正したり 何よりも自然と社会の調和を図 ための政治が無力だという他はない。政治も新奇な「モノ」に歪められ 肝心な「ひと」 つい 生態や動向の探求を忘れているのである。　
政治の無力化
 ───
 これは政策の意義や真意を理解すべく議論の
空洞化、形骸化であり、不毛 議会を裏づけ 「無言語 に等しい」
と私は言いたいのである。これはまた政治に限らない。地域の共同体意識の低下、鬱病や閉じこもりの増加、無縁社会の拡大、犯罪の低年齢化などなど、いずれも「モノ」の介在によって話さなくても良いという、 「進歩的」で「便利」な生活の結末現象 これが政治の無力化も含めて「無言語化社会だ」と うのである。無言語化
 ───
 ひと
り言をいう、話し合う、読む 書く、聞く、見 などの基本的な言語行動を忌避したり粗末にしたり かつ不作為 習慣によって生じる。身近にある「全自動」という多くの「モノ」を使い続け、多く 「高度な情報」に囲まれながらも、取捨選択する、批評する 考察するなど、 「面倒くさい」と思われがち 能動 にして手動的 言語行動を怠ってはいけないというこ である。二 目には 〝議論した上 〟〝よく議論することが大切だ〟 〝よく議論する必要があ 〟 〝議論が待たれる〟 な と、尤もらし こ をそ 見よがし 言うが、かつての 〝寄り合い ほ の議論 な れないで、 「時間 ないから」などと結論を急ぐことが多い。こうした偽善的な風潮を 私は「無 語化社会」というのであ 。　
今日の「無言語化社会」は、これまでのように村落共同体や 〝向こ
う三軒、両隣り〟 と言われるような、閉鎖的な集団のなか 培われ習慣化した 〝言わないでも分かる〟 いう 「
（注３
（
察しの文化」 に起因する 「無
言語化社会」なのではなく、 〝言わなければ分から 〟 という開放的な状況のなかで、 〝言っても分からない〟という「無言語化社会が生じていることを強調したい。最新の「高品質・高性能・多機能」
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だという自動的な多くの「モノ」を備え、 「最新」の「高度情報」を身につけているという進歩観からか、人の話を聞かない、聞きたがらない、 「聞く耳をもたない」という独善的な習慣 憂うのである。人の話を直接 〝聞かな 〟 のだから、 〝聞く〟 という言語行動や身体技法（感覚）が低下する。 〝聞くは一
いっとき
時の恥、聞かぬは末代の恥〟 〝聞
いて極楽、見て地獄〟 〝聞けば気 毒、見れば目の毒〟 どという比喩や教訓、慣用句も形骸化し、 〝聞いて呆れる〟 という判断や感受性も退化してしまうよう 状態が、私の う「無言語化社会」である。その一因は多種多様な「モノ」と関わり、 「モノ」の性質や機能に依存したり拘束されたりし がら、自らが育てられている である。その果てが人間の無機質化、無気力化現象にして 人間の「モノ 化現象だというのである。つまり 自由に「モノ」の生産と消費を目指してきた「近代化」によって多種多様な「モノ」に縛られ、思考 自由を奪われてしまった 、と言っては言い過ぎであろうか。　「モノ」によって思考の自由を奪われた？
 ───
 これは「モノ」
の宣伝や紹介、説明、操作などの伝達のための目新し 言葉が、学問や表現、信条、結社などの自由を承知しながら、 「モノ」の購入や運用などのために心血を奪われてしまうということであり 何 り 考えるために必要な「言葉」が身につかない る。これを「無言語化社会」と指摘したのだが、 むしろ「思考放棄」の「無機質化、無気力化現象」であり、情操の萎縮化、硬化、退化などをもたらす人間の「近代 」 、便利な「モノ」 購入を希求し続ける「進歩発展」
の必然的な現象であり、蔓延する兆候なのではないか、という心情的な予断を言っては妥当を欠くであろうか。　
私は、こうした憂いを払拭し、情操や心情を豊かに育て、人間性を
保つためにも和
うた
歌（詩や短歌、俳句を含めた大和うた）に加えて童謡
や民謡、抒情歌、唱歌などを口ずさむことを勧めたい 私が幼い日々にうたった唱歌のことや、後の日に覚えた啄木や犀星の代表的な望郷の和
うた
歌を紹介したが、和歌は人生と共にあり、暮らしに彩りを添え、
心に潤いを生み出してくれる。私は童謡や唱歌、そして抒情歌 何曲かを、調子はずれの自己流で口ずさむこともあるのだが、御縁があって拝読し 感動を覚え 、地元「鶴舞う群馬」 和
うたびと
歌人・佐藤正子さ
んの歌集や句集のなかから「言霊」に導かれるままに、自らの魂を重ねてうたい込められた言葉 抽出し、その尊厳について紹介したい。そして、そ 和歌を口ずさんでいただければ幸いであ 。やがて「無言語化現象」や「思考放棄」 、無機質な「モノ」から解放され、多感な心情に目覚め 自らうたいたくなる あろう。そして、最新で便利な「モノ」以上に、季節 移ろ 告げ 草木の花や色、漂う香り、野鳥のさえずり、煌めく星空、月明かりの窓辺などにも愛しさを覚えることだろう。だから、うたは心のおしゃれなのです
 ──
 と有史以
来の人々が思い人に寄せたり、季節の移ろいや花 彩り 感慨を覚えたり、事ある毎にうたい続けて来たことを思いだすだろう。
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二、情景を生き写す
　
和うた
歌を紡いで五十年
 ───
 佐藤正子さん（旧姓・真下、雅号・有
眠）は大正十二（一九二三）年八月十一日、群馬県碓氷郡東横野村大字下間仁田（現、安中市）の生まれで、昭和十八年四月十六日、十九歳八か月にて現在地の、吾妻郡東吾妻町五町田（旧 東村）に嫁いで以来、農林業を営みながら（嫁ぐまでは、碓氷郡松井田町国民学校の教員）三十代の半ばから短歌を詠み始め、やがて俳句にも興ずるようになり、合わせながら半世紀以上もの時を重ねてきた、ということである。時に短歌を 時に俳句を詠む
 ───
 そのどちらも和歌（大和
うた）であるゆえに、冒頭 「和歌」に「うた」という振り仮名（意味仮名）を添えた次第である。共に短詩型と言われ、韻律数に違いがあるものの「和歌」という「うた」 違いはない。そ 「和歌」は農林業の暮らし なか の感慨を紡いだり炙り出したりしてきた珠玉の数々である。そ 集大成の一巻が 『歌集
　
詠はめや
　
草屋住まひ』 （平
成十四年六月二十六日、上毛新聞社刊）と うことである。そ 冒頭には「草屋の四季ごよみ」 （十五頁から）と題する章立てのも に　　
超然と草屋を守る夫に副ひ粗
そだ
朶の燠
おき
もて餅を焼くなり
　　
天明の世の移築とふ茅
ばうをく
屋に今を住み継ぐゐろり焚きつつ
という順に収められている。 冒頭の一首は、 「ＮＨＫ短歌入門」 の選者・武川忠一氏の推挙 よっ 特選の評価と栄誉に輝き、昭和六十年一月
三十一日に全国放送されたという代表作である。 「超然と草屋を守る夫に副ひ」 という上の句は、 「超然と草屋を守る夫」 を称え支えながら、作者自らもまた永年に亘って「副ひ」続けてきた信念が、 「粗朶の燠」のように底力を発揮し、今も猶「餅を焼くなり」という暮らしを継いでいる事実や、伝統の匂いと共に炙り出された安心立命の情景をうたって と思われるのだがどうだろう。 「上毛歌壇」 （上毛新聞社）の選者・有川美亀男氏もまた、　
　
作者は吾妻郡の人。農林業とある。都会、山村の別なく物質的な
豊かさに溺れ勝ちな世の流れから超然として、先祖から受け継いだ草屋に住む夫。生活の不自由、困難はあってもそれに堪え、ひたすら夫の心を我が心として安住する。そこには他人には容易に理解し難い充足感があるはずなのである。それが下の句に、具体的 述べられて る。粗朶の熾きの熱で餅を焼くという、素朴な方法を作者は恥ずかし とも不満だとも思わない。結びの「なり」にはむしろ誇らかな響きさえ感じられる。真実の生活のうたである。
という評を添えている
（注４
（。いずれも同感である。
　
冒頭に次ぐ「天明の世の移築とふ…」の一首もまた同じような趣意
と気概が窺える。天明という年号（一七八一〜一七八八）からして、時の事件や歴史を想起せずには られない。　
天明
 ──
 そこで年表を繙くまでもないのだが、 天明元年に上州（今
の群馬県西毛地方）や武州（今の埼玉県秩父地方）に百姓一揆が発生したり、同三年には浅間山の大噴火が起きたり、これらの影響による
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冷害も加わり、 「天明の飢饉」 （同二年から七年にかけて）と呼ばれている悲惨な状況が甦ってくる。それ以来の「茅屋」 （すでに築三百年ほどになるという。茅葺き屋根 ことだから、これまでに何回 は茅の葺き替えを行って来たことであろう。最近では昭和五十五年一月七日から同二月二十日にかけて、茅葺き屋根の葺き替えや、三百年来の梁の取り替えを行ったという。このために信州 屋根屋職人が四 日間以上も泊まり込みで作業に取り組まれ という。詳細は、葺き替え作業の工程や進捗状況 写真と俳句でまとめ 、 『茅葺き を替える
 ───
 写真と俳句でつづる草屋のくらし』平成十二年五月十
日、上毛新聞社刊を参照のこと）に、 「今を住み継ぐゐろり焚きつつ」ということであり、 「今も」ではなく「今を」としたところに、ただならぬ決意が示され、不断の大事ということである。だから そ年中行事に宿る風習や、日常的な習慣など 伝統文化を身 つけており、今では得難い特異な教養の蓄積に圧倒され、教えられ こ が多い。　
伝統文化
 ───
 「私は伝統という言葉を用いました。それはどう
いう意味を持つのでしょうか。伝統とは長い時代を通し、吾々の祖先たちが、様々な経験によって積み重ねてきた文化 脈 指すの あります。そこには思想もあり、風習もあり 智慧もあり、技術もあり、言語もあるわけであります。それは個人のものではなく、国民全体の所持する のであります。いわば歴史的なまた社会的な性質 帯びす。かかる伝統はその国固有のものでありますから、国家 財産と見なしてよいでありましょう。吾々の祖先が吾々に伝えてく た大切
な遺産なのであります。いわば最も国民的な持ち物であります。吾々の文化に固有な性質を与えているのはかかる伝統の力であります
（注５
（
。 」
ということである。だから五十年以上もの長い間、 「和歌」という言語芸術の創作に努めて来られた佐藤正子さんの、教養に等しい言語文化の一端を伺 した 続いて次の三首を紹介したい。　　
胸ぬちの言葉をさがすしじまにて吾
あがつま
妻渓
だに
谷に日
そばえ
照雨すぎゆく
　　
母生
あ
れし郷
さと
を囲める山々をただ見
みさ
放けをり火葬待つ間に
　　
祖母の形見の羅
らば
羽織
おり
に風通さむと紐
ひも
の千切れし畳
たとう
紙開きぬ
　
まず、 「胸ぬち」の「ぬち」は「上代語。ノウチ（内）の約。…の
内部。 名詞の下につけて複合語を作る
（注６
（
。 」 というのだから、 「しじま」 （黙、
沈黙、静寂）や「日照雨」 、そして「見放けをり」 どの「古語」を用いての詠嘆であり、絶唱である。 「日照雨」は「戯
そばえ
」と同じ読み方
であり、 「戯える」 （自 一）という動詞でもある。文語では「さばふ」（下二。室町時代頃からヤ行にも活用）であり、その意味は、 「①馴れて戯れる。ふざける。あまえる。枕三九『
︱
・へたる小舎人童』②
動物がじゃれる。馬などが狂い騒ぐ（中略）③風がおだやかに吹く。山家集『初花の開け始むる梢より
—
へて風の渡るなりけり』④日が
照っているのに、雨が降る。 （
（注７
（
俚言集覧） 」ことだという。従って、作
者の地元を流れる「吾妻川」沿いに展開する「吾妻渓谷 日照雨すぎゆく」は、文字通り お天気雨」のことであり、雲の間に青空が広がっている に、あるところだけに り注ぐ雨にて、通 雨、 わか雨、村雨などの別称で ろう。
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私の郷里（岩手県一関市花泉町）では「日照雨」よりも「戯
そば
える」
とし、 「馴れて戯れる。ふざける。あまえる。 」などの意味でよく用いられている。すでに事例として紹介されているように、 『枕草子』第三九段の一節にも、 「 （前略）人のにくらべなど、えもいはずと思ひたるなどを、そばへたる小
こどねりわらは
舎人童などにひきはられて泣くもをかし
（注８
（
。 」
とあり、 その「そばへたる」は「いたずらした」という意味であろう。ただ、 私の郷里に於ける言い方は そびゃ 」であり、 「小学生になっても、赤ちゃんみたいに びゃ と笑われっつど」 「小学生になったんだからそびゃる でねえ」などと話す。私も「いづま そびゃるんだ」と言われ ものである。　「古語」と思われる「戯
そば
える」に加え、 私の郷里では『徒然草』の「徒
然」を「徒
と
然ぜん
だやあ」と、 「退屈だ、 暇だ」 「手持ち無沙汰だ」 「する（や
る）ことがない いう意味で用い、 「玉くしげ明けまく惜しきあら夜を袖
ころもでか
離れて独りかも寝む」 （ 『万葉集』巻の第九、詠み人知らず）
のなかの「あたら」も、 「この御飯、 少しだけ残しちゃ可
あったら
惜もんだなあ」
「こりゃまだ使えるのに、捨てるにゃ可
あたら
惜もんだべ」などと言い、 「勿
体ない、残念だ、不本意だ と う意味で今も猶、日常的に「古語」が使われていることに気づく。だから「メール」をやりとりする今日とて、 伝統文化の融合や結実に等しい「古語」に生かされてお 、 「古典の力」を侮
あなど
ってはいけないのである。
　
佐藤正子さんは、自らの教養である「古典の力」を引き出し、生か
している。先の「和歌」のなかにある 見
みさ
放けをり」の「見放く」 （他
下二）は、 「遠くを見る、見やる」の意味であり、 『万葉集』にも「しばしばも見
みさ
放けむ山を情
こころ
なく雲の隠さふべしや」 （巻の第一、 十七、額
田王）とあり、巻の第三にも「布
ふじ
士の高根を天の原ふり放け見れば渡
る日の…」 （三一七、山部赤人） 、 「問ひ放くる親
うからはらから
族兄弟無き国に渡り
来まして…」 （四六〇、坂上郎女）などと用いられている。　
続いての「羅
らば
羽織
おり
」は、 「羅織り（薄く織った絹布
（注９
（
） 」に伴うものだ
という。 「畳
たとう
紙」は「たとうがみ」の略にて、 「畳紙、帖紙（タタミガ
ミの音便）①横に二つ、縦に つ折り 幾枚も重ね、懐中に入 おく紙。ふ ころがみ。かいし。折紙。 （中略）②厚紙に渋や漆を塗り、折り目をつけ、物を畳 込むようにしたもの。和服、結髪の道具などをしまう
（（
（注
。 」などという説明に教えられた。従って、何度か着るたび
に出し入れしたことであろう「羅羽織」を包み、丁寧に折り畳まれていた「畳紙開きぬ」とばかりに箪笥のな から引き出したというのである。そして、 「紐の千切れし畳紙」な だから、それだけ祖母 愛着ぶりが偲ばれ、 「形見」に相応 遺品のように思われる。それほどまでに今は亡き祖母の面影が髣髴してきたのであろう。私と て「母生
あ
れし郷
さと
を囲める山々をただ見
みさ
放けをり」という作者の姿に無上
の悲哀と、 無常の時を思わずにいられない つまり、 「ただ見放けをり」とは、 「実相に観入して自然・自己一元 生を写
（（
（注す」 という姿勢であり、
悲哀の時を超越する「言霊」との共鳴である。こうして命を愛惜する凝視の力が生成され、 和歌の韻律 洗練しようとする「歌境」が漲
みなぎ
り、
迸ほとばし
る心血の絶唱である、という読後感を強くした。私の感慨は、い
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ずれも佐藤正子さんのなかに宿っている「言霊」によって描写された情景との交感に違いない。
三、音感、語感、そして季節感
　
富士には月見草がよく似合ふ
 ──
 太宰治の言葉であり句である
（小説『富嶽百景』の一節） 。果して「似合ふ」かどうかは、個人の好みや判断に委ねられることになろうが、句のなかの季語は「月見草」であり、季節は夏である。だから「夏 富士」 「富士の夏」などと言わなくても想像を掻き立てられる。まして富士山や月見草 姿、形などを承知し いれば、句そのものを「そこはかとなく
（（
（注
」思い描くこと
が出来る。これは富士山の魅力にとどまらず、 「似合う」と う「月見草」との取り合わせに伴う相乗効果であ 。 「月見草」という季語の効用や、言葉の潜在的な力量を忘れてはな ない　
俳句と季語
 ───
 佐藤正子さんの句はいずれも季語を伴い、 「そ
こはかとなく」理解を委ねている。次の句などは、その典型と思わるがどうだろう（句は『句集
　
ゐろり端』平成十三年七月三十一日、
あさを社刊、より引用） 。　　
梅を干す一芸に老い生
いきみたま
身魂
　　
桶の月放りて空へ戻しけり
　　
桑の実 童
わらべ
女の日ほど甘からず
　　
栗の飯ほくほく噛んで憶
おくら
良めき
　
いずれの句も季節の事象や事触れに事寄せて詠まれた情景や実景だ
ということが分かる。 「生身魂」とは、 「陰暦七月八日から十三日迄の間、諸家で吉日を選んで両親の長命を祈って、その生
いきみたま
御霊に饗応する
ことで 生
いきぼん
盆とも言われる。蓮の葉に糯米飯を包み、刺鯖を添えて贈
り合ったりして祝 。 これを蓮の飯
いい
という。 七月十五日との説もある
（（
（注
。 」
という。ま 、 「梅」で思い出すのだが、 佐藤正子さんの「和歌」には、「梅干しにいささかの自負ありにけり」の句とともに、　　
梅干して洗ひ晒しの掌となりぬ酸にふやけし指紋あらはに
　　
梅林の樹下に憩ふひとときを目のさがしをり見残しの梅
　　
青梅の出荷終へたり二十日余りの荒出し踵と荒れし髪の毛
などのような、身をもっての実景や実感のこもった労働歌が多い。これは農林業を暮らしの方便（たずき） してきた人の経験知であり、身体技法や身体感覚によって培われた「身体知」 必然である。梅林の手入れや梅干しづくりの実働に精励して来られた佐藤正子さんの特徴であると言えよう。だから、 「桜の歌人」 遊行の歌人」などと称される西行法師の、次のような和歌との違いが分かる。　　
ひとりぬる草の枕の移り香は垣根の梅
むめ
の匂ひなりけり
　　 　　　　　　　　　　　　　　　 　　
（ 『山家集』
43）
（（
（注
　
佐藤正子さんは「梅」の「匂い」や「香り」 「色」などを用いてう
たうことはない。なぜならば、梅の栽培や梅干しづくりは、生き物と交感し合いながらの生業である。梅干しづくりを 「一芸」 と喩えて 「自負」するほどの人と、 「梅の匂ひ」を「枕の移り香」に喩えた 愛で
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たりする旅人との違いを物語っていると思われるのだが、 どうだろう。佐藤正子さんは、　　
農なれば土壌つくらむひねもすを谷地の田畑に堆肥撒き継ぐ
とうたう「農林業」の人であり、 「土」の人である。 「ひねもす」とは「終日、一日中」のことなのだから、 「朝は朝星、夜は夜星、昼は梅干し食べて働く」という辛辣な皮肉や諧謔 滑稽を含む戯れ歌を掲げて省みるまでもな 、佐藤正子さんは決して風雅を説き、風流を求める閑居の人ではない。農林業を営みながら獲得した渾身の心情や感覚の告白に徹し、一句一首に心血を注いできたということである。　
それは「桶の月」の句にしても、 「風吹くと田毎の月は皺になり」 「行
水の盥に月の皺がより」などという江戸時代の川柳を髣髴させるのだが、月が水面に写っているのであろう桶の水 、放り投げる いう動作からして、 「空へ戻しけり」は写実の真骨頂であろう。見事な比喩であり創造であるという他はな 。思わず 「なるほど」 と膝を打った。　
次の「桑の実」の句もまた、 「夕やけ小やけの赤とんぼ／負われて
見たのはいつの日か」 「山の畑で桑の実を／小籠に摘んだはまぼ しか」 （ 「赤とんぼ」作詩・三木露風、 作曲・山田耕筰）を歌った幼い日々のことを思い出す。童謡「赤とんぼ」は、北原白秋の作詩「この道」や「からたちの花」と もに山田耕筰の代表的な作品である。作詩は三木露風であり、七歳 時に実家に帰ってしまった母へ 慕情であると伝えられている。そ 幼い日々に母か、子守に背負われて見たのあろう風景を思い浮かべながら創作した だと思われる。 「とんぼ」
は日本の秋の象徴であり、童謡「赤とんぼ」は郷愁を誘う代表作として歌い継がれて来たのだが、開発の名のもとで国土（里山、田んぼ、河川など）の荒廃が進み、生物多様性の尊重が叫ばれながら情景が薄れてきた。だからな か、 「負われて見た は」ではなく「追われて見たのは」と、 「いつの日か」からか誤解している人 多い。 「情景」を醸し出す感性の希薄化や劣化、低俗化が、創造や表現を掻き立てる言語感覚の貧弱化へ 比例し、誤解を生 出す一因に違いない。 「赤とんぼ」 見たこともない人が、童謡「赤とんぼ」を歌っても、 「赤とんぼ」の情景や面影を想起し、郷愁 懐郷の抒情に浸ることはないだろう。ましてや幼い日々に「桑 実」を摘んだり食べたりした体験がなければ、後の日に「童
わらべ
女の日ほど甘からず」という実感を抱くこ
とはないであろう。これは に広いと思って た校庭も、甘いと思って食べた「桑の実」も、身体尺と名づけられて るように 大人になって見たり食べたりすると 「狭く」 「酸っぱく 感じてしまうという経験や感傷、名残りの表出である。私にも同じよう 経験があるので、思わず共 を覚え 次第であ 。　
和うた
歌は真情のひと雫にして、実感の結晶に違いない。その実感は音
感や語感、そして季節感が伴う。次の和歌はどうだろう。　　
四しま
万川の湍
たぎ
ち合ふ瀬のしろじろと逸
はや
り立つ見ゆ宿の高みに
　「四万川」 は新潟県境の山々を源にして、 いくつもの谷川の水を集め、群馬県中之条町の中央を下り、吾妻川に注ぐ渓流である。だから 湍ち合ふ瀬のしろじろと逸り立つ」のは実景であり、 湍ち」は「滾ち」
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や「激ち」とも書き、 名詞であり、 漢字の表意性からして「激流」 「急流」であることが分かる。だから「湍ち合ふ瀬」を形容した「しろじろ」は「白白」と激しく泡立てる実景を描写した状態副詞と呼ばれる擬態（音）語 ろう。従って、 「血気盛んな若者の勇み立つ勢い。きおいたつ心
（（
（注
」などと等しく、勢いよく次から次へと「逸り立つ」の
は、 「湍ち合ふ瀬 の必然である。 「しろじろ」は「秋」を思わせる色で、 「白秋」ということであ 『万葉集』のなかにも 「そ 山の包める海ぞ不
ふじがわ
儘河と、人の渡るもその山の水たぎちぞ、日の本の大和
の国の… （長歌の一部） 」 （巻の第三、 三一九） に加え、 泊瀬川白
しらゆふ
木綿花
に落ち滾つ瀬をさやけみと見に来し吾を」 （巻の第七、 一一〇七） 、 「嘆きせば人に知りぬべみ山川の激
たぎ
つ情
こころ
を塞
せ
きあへてあるかも」 （巻の第
七、 一三八三） とあり 動詞としても用いられている 今日では 滾ち「滾つ」という使い方よりも、 「血潮が滾る」 「鍋の具が煮え滾る」 「煮え滾るような怒りだ」などと動詞として用いることが多い。こ したなかで「湍ち合ふ瀬」の語義と、 「しろじろ」という語感、そして季節感を漂わせ という三位一体の効果を引き出した こ に、佐藤正子さんの教養や見識の確かさ、感情 深さがあり いに えを偲ばせる魅力がある。　
佐藤正子さんの教養や見識の確かさ、感情の深さを知る
 ───
 こ
れは次の一首からも窺うことが出来るのだが、どうだろう。　　
濃きみどり黄みどり渓
たに
に盛りあがり盛りあがりつつ光り闌
た
けゆく
　
この和歌（短歌）は、 「岡野弘彦・選（ＮＨＫ婦人百科短歌入門）
昭和五八年七月、ＮＨＫ全国放送」とのことである。それにしても色や光りの濃淡と種類 鮮やかさ、勢い、輝き、生命力などの映える晩春から初夏、そして盛夏への移ろいと山
やまあい
間への広がりを思わずにはい
られない。またしても「あざやかなみどりよ／あかるいみどりよ／鳥居をつつみ
　
藁屋をかくし／かおる
　
かおる
　
若葉がかおる」 「さわ
やかなみどりよ／ゆたかなみどりよ／田畑をうずめ
　
野山をおおい／
そよぐ
　
そよぐ
　
若葉がそよぐ」 （作詩・松永みやお、 作曲・平岡均之、
編曲・佐藤亘弘）と歌った「若葉」 （ 文部省唱歌」昭和十七年三月発刊の『初等科音楽（二） 』に発表された）を思い出す。佐藤正子さんの和歌も「若葉」から「青葉」へと 盛 あがりつつ光り闌けゆく」という、 目の前の「渓」に群生する落葉広 樹林などの賦活再生に「闌ける」見事な息吹や勢いの生態を捉えている。こ は佐藤正子さんと自然との生命力の交感であり、無常 知る人の受容である。またしても和歌は真情のひと雫であり、生命の精華である、ということを教えられたのである。　「濃きみどり黄みどり渓
たに
に盛りあがり…」と繰り返し読んでいると、
「り」の音が７つも用いられており、その語感に伴う調子の快さに気づく。これは脚韻という技巧であり、その効果を承知 うえ 多用したのだと思わ る。 「り」のもつ語彙を無理なく重ね 「り」音の放つ響きを畳みかけながら季節感を含めた情感、情景 広がりに誘われて新鮮な感動を覚えるのは、決して私ばかり はないだろう。和歌のなかの短歌は「三
みそひともじ
十一文字」と言われるけれども、音感、語感、季節感
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などを包み、多くの比喩を用い余情を醸しだす、文化的な言語芸術だということを再認識しないではいられない。それだけ和歌には歴史があり、その歴史に教えられることが多 。だから
 ───
　　
瓜食
は
 めば子等思ほゆ、栗食めばまして思ばゆ、何
いづく
処より来たりし
ものぞ眼
まなか
交ひに、もとな懸
かか
りて
　
やすいし寝
な
さぬ
　　
逝く秋の大和の国の薬師寺の塔の上なる一ひらの雲
の二首を思いだす。 「瓜食めば…」は山上憶良の長歌（ 『万葉集』巻の第五、 八〇二）であり、 「逝く秋の…」は佐佐木信綱の短歌である（この一首は昭和二十七年の秋、奈良・薬師寺にあって、アメリカの美術研究家・フェノロサに「凍れる音楽」と称えられたという東塔の大修理の落成式で、 「東塔賛歌」の歌詞として女性コーラスによって奉納された。後
のち
に碑に刻まれ、昭和三十年に東塔の下
もと
に建立された。以来
見学することが出来る） 。 とも佐藤正子さんの和歌 の由縁を想起させる「歴史」を偲ぶ。それは「栗の飯ほくほく噛んで」のなかの「ほくほく」の語感が、熱い「栗の飯」を食べる時の仕草と、 「栗」そのものの食感とを浮き彫りにする重層的な擬態語 （状態副詞） である。続いての「憶良めき」とは、文字通り『万葉集』のなかの「憶良」 、そして先 一首を念頭に入れて「憶良めき」と含みをもたせ、自らを擬えたのであろう。だから、 めき は接尾語の「めく」に変化を加え万葉歌人・憶良に見立てる自 の照 や羞恥、畏敬の念など 込めた仮名遣いであろう。それだけ歴史を意識し いるという証左である。歴史を意識する
 ───
　
私は「り」を多用した「濃きみどり黄みどり…」から、 「の」を多
用した「逝く秋の大和の国の…」を想起し、その違いについて考察してみようと思いついたのだが、 「り はいずれも単語を構成する一字であり、活用語尾として 「り」である。一方の「の」はいずれも助詞であり、格助詞や並立の助詞としての機能を担っている。従って、「り」と「の」は文法上の違いはあるものの、各句や単語のまとまりを明瞭に創り出し 和歌全体の調子を整えるという効果をもたらしている。重ねて言う音感 語感、季節感などを引き出し、日本語 特徴、及び伝統や文化の底力を生かしているように思われ 。 「り と「 」に伴う違 はあるも の、一字に込められた真情が伏流水 よ に、あるいは通奏低音とで 喩えられるように、確かに息づき静かに広がっているという魅力に惹かれたのである。だから「皆祖先たち 智慧や経験に助けられて、今の生活を得ているのであります。もし歴史が後
うし
ろに控えていなかったら、あの簡単に見える草
ぞうり
履一つだって作る
のに難儀をするで りましょ 。一枚の紙だと 、どう 作 か、途方にくれるでありましょう。吾々の言葉だとて、なくなって まうでしょう。こ を思うと、 どんなものでも歴史的なつながりを有って、存在していること 分かります。吾々の生活はどうし も歴史と縁を切ることができません
（（
（注
。 」 ということであり、 「実際吾々が今日こうやっ
て活
い
きているのは、 祖先のお蔭であって、 吾々の智慧も経験も思想も、
多かれ少なかれ、祖先から受け継い い のであります
（（
（注
。 」というこ
とを、佐藤正子さんの「和歌」を通読しな ら教えられ、共感を覚え
佐藤正子「和歌」を紡ぐ
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るままに小考をものした次第である。　
佐藤正子さんは五十年以上もの長い間に多くの「和
うた
歌」を紡いでき
たという。それは「私は短歌によって等身大の自分を表現出来れば……と思ってい す。
（（
（注
」という素朴にして謙虚な心掛けこそが、自ら
の教養や見識、英知の具現にとどまらず、歴史や伝統を含み、自然を畏怖し続けている言霊と 融合であり、結実である。だから一首や一句と言えども、その「和歌」には命が 魂が宿っているということである。佐藤正子さんは 無常 時を愛惜しながら今日も「和歌」を紡い い 歴史と伝統に洗練され、今も息づいている言
ことだま
霊の導き
のままに、
（ちば
　
みつぎ・高崎経済大学地域政策学部教授）
　
注
（１）
 山東功『唱歌と国語
 ──
 明治近代化の装置』 （講談社選書・メチェ）一二六頁。
軍歌やコマーシャルソングも意図的な「装置」による推進歌の典型であろう。
（２）
 シリーズ地域の再生
12『場の教育』 （農文協）のなかの一二六頁。岩崎正弥「第
二章
　
土地に根ざした教育の歴史に学ぶ」より引用。
（３）
 外山滋比古『日本語 論理』 （中央公論社）二四一頁以下参照。 「機械的リアリズムから不同調の美」について述べている。
（４）
 佐藤正子『続『草屋すまひ』歌集・評伝
　
言霊』 （平成十六年五月十日、上毛新
聞社刊）五頁より引用。
（５）柳宗悦『手仕事の日本』 （岩波文庫）二八頁。（６）新村出編『広辞苑
　
第四版』 （岩波書店）一九八〇頁。
（７）注６に同じ。一五一八頁。（８）
 『日本古典文学大系
17　
枕草子
　
紫式部日記』 （岩波書店）八六頁。 「注」には、 「馴
れてふざけた小舎人童などにひっぱられて。小舎人童は近衛の中・少将の召し具す童。 」と記されている。
（９）
 注６に同じ。二六六四頁。
（
10）
 注６に同じ 一六〇二頁。
（
11）
 『齋藤茂吉歌論集』 （岩波文庫） 一二七頁。 「短歌に於ける写生の説」 の章より引用。
（
12）
 佐々木健一『日本的感性
 ──
 触覚とずらしの構造』 （中公新書）七七頁。 「３
　
なんとなくの心情」の章のなかの「３︱１
　
そこはかとなく」の節を参照した。
（
13）高濱虚子編『新歳時記
　
増訂版』 （三省堂）四八六頁。
（
14） 『日本古典文学大系
48　
山家集
　
金塊和歌集』 （岩波書店）二七頁。詞書に「たび
のとまりの梅
むめ
」と添えられている。
（
15）注６に同じ。二一〇二頁。
（
16）注５に同じ。二四頁。
（
17）注
16に同じ。
（
18）
 佐藤正子『歌集
　
鎮魂歌』 （平成二十二年八月二十一日、上毛新聞社刊）三〇〇
頁の「あとがき」より引用。
